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唱、
、、

9
月
刊
臼
は
「
叡
老
の
巴
L

。
ま
た
、

こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
寸
老
人
福
祉
週

間
L

で
す
。

お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
家
年
に
わ

た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し

だ
。
長
一
婚
を
山
か
ら
お
祝
い
い
だ
し
ぎ

す
。
竹
内
町
長
は
¥
「
叡
老
の
臼
L

に
さ

き
だ
ち
、
去
る
9
月
竹
田
と
位
自
の
雨

目
、
町
内
在
住
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん

を
訪
問
し
、
慰
問
さ
れ
ま
し
だ
。

現
在
、
邸
内
の
苅
オ
以
上
の
お
年
寄

り
は
一
、
四
一
二
人
お
り
ま
す
が
、
今

回
、
叩
オ
以
上
の
う
ち
句
人
の
方
々
を

慰
問
さ
れ
だ
わ
け
で
す
。
町
長
さ
ん
の

お
い
出
を
仙
待
ち
を
れ
て
い
↑
に
お
年
寄

り
の
皆
さ
ん
は
ど
な
だ
も
非
常
に
お
元

気
で
、
そ
の
篤
び
を
表
情
豊
か
に
表
わ

じ
、
終
始
に
こ
や
か
に
談
笑
し
ま
し
た
。

少
し
で
も
、
皆
さ
ん
方
の
長
寿
に
あ
や

か
り
だ
い
と
の
町
長
さ
ん
に
、
好
き
嫌

い
な
<
伺
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
、
適
度

に
体
を
動
か
す
こ
と
な
ど
、
そ
の
秘
決

を
被
露
し
て
い
ま
し
だ
。
叩
オ
を
超
え

ら
れ
だ
現
在
で
も
、
庭
先
の
草
取
り
や

庭
木
の
手
入
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
方
々

も
お
り
、
そ
の
健
康
さ
に
は
い
さ
さ
か

驚
ろ
か
さ
れ
ま
し
た
。
伺
時
ま
で
も
伺

時
ぎ
で
も
お
元
気
で
、
人
生
ぞ
お
楽
し

み
下
さ
い
。

議毎

去
る
9
月
日
同
日
、
町
恒
例
の
「
敏
老

会
し
が
大
洗
茨
受
ピ
ー
チ
パ
レ
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
だ
。
定
刻
叩
時
に
は
、
こ

の
臼
を
山
待
ち
し
て
い
た
約
千
二
百
人

の
刀
オ
以
上
の
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
で

満
席
に
な
り
ま
し
だ
。
町
長
俊
鋭
、
記

念
日
の
贈
皇
、
来
賓
祝
辞
と
、
式
も
と

ど
こ
あ
り
な
く
進
行
¥
閉
会
し
¥
演
芸

b
u
に
入
い
る
や
、
ハ
ツ
ピ
・
ど
ん
か
ん

持
叫
こ
問
所
の
漫
オ
に
、
会
場
は
笑
い
の
渦

q
A
ガ
巷
き
¥
つ
づ
く
¥
広
沢
虎
若
師
口
演

と
の
「
紀
の
皇
居
文
在
衛
門
μ

み
か
ん
船
と

オ一
J

に
、
す
べ
て
を
忘
れ
聞
き
ほ
れ
¥
そ
の

璽
あ
と
¥
お
年
寄
り
同
志
の
演
芸
発
表
会

、
主
な
ど
も
あ
り
、
楽
し
い
一
巳
を
過
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
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(2) 第95号弘、らあおお昭和54年9月25日

任
期
満
了
に
よ
る
大
洗
町
議
会
議
員

の
選
挙
を
次
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す

0

0
選
挙
期
日
の
告
示
日
日
月
日
日
制

。
選
挙
期
日
(
投
票
日
)
叩
月
民
日
制

。
立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
す
る
た
め
に
必
要
な
妻
類

や
選
挙
運
動
の
し
か
た
な
ど
、
立
候

補
を
予
定
し
て
い
る
方
を
対
象
に
次

に
よ
り
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

8
4時
日
月
1
日
間
午
後
1
時

@
所
大
洗
町
役
場
(
三
指
会
議
室
)

O
立
候
補
の
届
出
受
付

丹
、
白
時
叩
月
比
日
司
/

|
剖
一
:
(
一

2
日
淘

叩
月
刊
日
開

¥

i

午
前
8
時
加
分
j
午
後
5
時
迄

ω、
場
所
大
洗
町
役
場

(
一
一
一
階
会
議
室
)

O
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て

ハ
け
選
挙
時
登
銭
の
被
登
録
資
格
の
決

{
疋
の
基
準
日
及
び
登
録
臼

日
月
日
日

ω選
挙
権
(
投
票
で
き
る
者
)

ィ
、
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

口
、
投
票
日
で
満
却
オ
以
上
の
者

(
昭
和
弘
年
目
月
幻
日
以
前

山
山
生
の
者
)

ハ
、
昭
和
日
年
7
月
日
日
以
前
か

ら
大
洗
町
に
居
住
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
者
。

O
投
票
時
間
午
前
7
時
j
午
後
6
持

。
投
票
所
の
場
所
(
別
記
の
通
り
)

。
関
商
品
市
の
日
時
及
ぴ
場
所

付
、
日
時
叩
月
紅
白
川
山
午
後
7
時

口
、
場
所
磯
浜
小
体
育
館

O
不
在
者
投
票

付
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る
場
合

選
挙
人
が
次
の
事
由
に
よ
り
選
挙

の
当
日
白
か
ら
投
票
所
に
行
き
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

覧所業手:~

ィ
、
投
票
区
の
区
域
外
に
お
い
て

職
務
又
は
業
務
に
従
事
中
で

あ
る
こ
と
。

口
、
や
む
を
得
な
い
用
務
又
は
事

放
の
た
め
他
の
市
町
村
に
旅

行
中
又
は
滞
在
中
で
あ
る
こ

し

ι

ハ
、
病
気
、
負
傷
等
の
た
め
歩
行

国
雑
で
あ
る
こ
と
。

ω、
不
在
者
投
禁
の
で
き
る
期
間
及

び
時
間

イ
、
期
間
叩
月
比

a
i
m月
m
a

ロ
、
時
間
山
川
8
時
却
分
i
問
5
時
迄

o
不
在
者
投
票
の
投
票
用
紙
の
請
求
お

及
び
投
票
の
方
法

イ
、
大
洗
町
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
す

る
場
合
は
、
投
票
所
入
場
券

及
び
印
鑑
を
持
参
す
る
。

口
、
他
の
市
町
村
に
業
務
又
は
、

用
務
の
た
め
、
滞
在
中
の
方

は
当
該
市
町
村
又
は
、
大
洗

町
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し

出
て
指
導
を
受
け
て
下
さ
い
。

ハ
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定

病
院
又
は
、
老
人
ホ

i
ム
等

に
入
院
中
の
場
合
は
、
病
院

長
に
申
し
出
る
と
不
夜
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

O
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
喬
一
一
度
の
障
害
の
あ
る
選
挙

人
は
、
自
宅
な
ど
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
る
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

制
度
が
あ
り
ま
す
。

。
ど
の
よ
う
な
方
が
で
き
る
か

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
選

挙
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
で
、
署
名
(
白
書
)
で
き
る
方
に

限
ら
れ
ま
す
。

①
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
筈
の
程

度
が
、

2
級
、
ま
た
は
第
2
項
症
以

上
の
入
。

②
心
蔵
、
じ
ん
蔵
ま
た
は
、
呼
吸
器

の
障
害
の
程
度
が
3
級
、
ま
た
は
第

3
壌
症
以
上
の
人
。

。
手
続
き
は
ど
う
す
る
か

該
当
者
は
、
町
選
挙
管
寝
委
員
会
の

委
員
長
に
郵
便
投
禁
証
明
書
交
付
申
請

を
し
て
、
郵
便
投
票
証
明
書

(
4
年
間

有
効
で
各
選
挙
に
通
用
)
の
交
付
を
受

け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

選
挙
の
際
に
は
、
投
票
日
前
回
目
前

ま
で
に
郵
便
投
薬
証
明
書
を
添
、
え
て
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求

し
、
郵
送
さ
れ
た
投
票
用
紙
に
候
補
者

の
氏
名
を
自
分
で
記
載
の
う
え
、
投
票

用
封
筒
に
入
れ
て
投
票
日
に
間
に
合
、
7

ょ
う
郵
便
で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ

送
り
ま
す
。

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
選
挙
期
日
の

告
示
日
前
で
も
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
洗
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

選
挙
人
名
簿

登
録
者
は

五
、
五
八
六
人

。
定
時
登
録

毎
年
九
月
一
日
現
在
に
よ
り
受
録
資

格
を
有
す
る
者
を
、
九
月
十
日
に
登
録

を
行
い
ま
す
が
、
こ
の
結
果
大
洗
町
の

選
挙
人
名
簿
笠
録
者
は
、
一
五
、
五
八

六
人
に
な
り
ま
し
た
。
各
投
票
区
ご
と

の
登
録
者
数
等
は
次
の
表
の
と
お
り
で

す。(
注
)
登
録
者
数
の
中
に
は
転
出
さ
れ

て
四
ヶ
月
を
経
過
さ
れ
な
い
者
(
表
示

者
)
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
町
の

選
挙
の
場
合
は
選
挙
権
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
下
さ
い

0

0
選
挙
時
受
録

選
挙
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ

の
選
挙
を
管
理
す
る
選
挙
管
理
委
員
会

が
、
登
録
資
格
の
基
準
日
(
告
示
日
の

前
日
が
基
準
日
と
な
る
場
合
が
多
い
)

を
定
め
、
そ
の
日
ま
で
に
引
続
き
3
ヶ

月
以
上
住
所
を
有
す
る
も
の
で
、
選
挙

当
日
尚
却
オ
以
上
の
者
を
新
有
権
者
と

し
て
永
久
選
挙
人
名
簿
へ
登
録
し
ま
す
。

大
洗
町
削
議
会
議
員
V
一
挙
に
お
け
る
選

挙
時
受
録
的
基
準
日
及
び
登
録
を
行
、
っ

日
は
叩
月
日
日
で
す
。

昭和54~手大洗町選挙人名簿
登録 者数詞

トミ(
定時登録日現在における
名簿登録者数
(昭和54年9月10日現在)

男女計

第l投書票区 1.413 1.541 2.954 

第2投薬区 1.119 1.303 2.422 

第3投票区 459 524 983 

第4投票区 1.130 1.219 2.349 

第S投票区 909 992 1.901 

第6投票区 460 506 966 

第7投票区 490 509 999 

第8投禁区 787 705 1.492 

第9投票区 515 559 1.074 

第10投票区 209 237 446 

言十 7.491 8.095 15.586 

秋
晴
れ
選
挙

叩
月

7
日
(
日
)

衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査

口

青
少
年
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
新
し

い
時
代
を
切
り
開
い
て
ゆ
く
原
動
力
は

皆
さ
ん
の
若
い
カ
な
の
で
す
。
現
在
は

学
校
や
職
場
の
第
一
線
で
そ
の
準
備
を

さ
れ
て
お
ら
れ
る
訳
で
す
が
、
や
が
て

は
立
派
な
町
民
と
し
て
、
又
社
会
の
指

導
的
な
ま
場
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
前
途
に
は
、
次
代
を
に
な

う
責
任
と
共
に
あ
か
る
い
希
望
と
、
は

か
り
知
れ
な
い
可
能
性
と
が
待
ち
、
つ
け

て
い
る
の
で
す
。
世
界
中
に
強
力
な
級

織
を
も
っ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
社

会
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
「
青
少
年
へ

の
奉
仕
」
と
い
う
大
き
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

か
か
げ
、
次
の
時
代
に
そ
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
立
派
に
成
長
さ
れ

る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
(
ラ
イ
ラ
)
と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
最
も
新
し
い
企
顕
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
成
果
は
既
に
世
界
の
各
地
で

実
証
さ
れ
て
お
り
、
確
信
を
も
っ
て
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
誘
い
で
き
る
の
で
す
。

今
回
の
ラ
イ
ラ
は
、
高
萩
市
の
犬
、
心
苑

と
い
う
自
然
に
恵
ま
れ
た
研
修
施
設

で
、
す
べ
て
皆
さ
ん
の
自
主
的
生
活
の

中
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
エ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
を
、
主
柱
と
し
、
各
種

の
集
い
や
講
話
を
交
え
て
、
参
加
者
全

員
が
、
ご
く
自
然
に
う
ち
と
け
て
、
心

か
ら
の
対
話
を
通
し
て
、
お
互
い
の
信

頼
感
を
育
み
、
人
間
関
係
を
豊
か
に
し

て
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
偉
大
な
カ

の
発
見
と
、
そ
の
実
現
を
可
能
に
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
皆
さ

ん
の
な
か
に
ね
む
っ
て
い
る
指
導
者
と

し
て
の
素
質
と
、
善
良
な
町
民
と
し
て

の
責
任
感
と
を
啓
発
し
て
く
れ
る
こ
と

に
違
い
な
い
の
で
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ラ
イ
ラ
「
好

意
と
友
情
を
深
め
ま
し
ょ
う
U

に
ぜ
ひ

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

O
日

時昭
和
弘
年
日
月
日
日
(
木
)
j
回
目

(
日
)

O
場

所高
萩
市
・
大
心
苑

O
参
加
資
格
者

年
令
mm
オ
よ
り

mオ
ま
で
の
青
年

男
女
二
名

O
参
加
費
用

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
全
額

負
担
し
ま
す
。

O
問
い
合
せ
先

事
務
局
常
陽
銀
行
大
洗
支
鹿
内

又
は
ク
ラ
ブ
担
当
委
員
、
山
崎

岱
(
七
)
四
八
一
一
一
三
番

O
締
切
日

昭
和
弘
年
9
月
幻
自
(
木
)

;。相談日 昭和54年 10月26白樹 i 
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ケ沢 宅 一
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目
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役所への苦情や要望・意免など

がある場合、相談に応じてく

れることでしょう//

大
洗
町
担
当

行
政
相
談
委
員

小
沼
曹
央
Ae
ん
の

ご
挨
拶

1 器用 14 自 ~10月 20 昌
に

で

解

の

政

資

の

満

行
委
そ
不
す
行
政
相
談
と
は
ど
の
様
な
内
容
の
相
談

の
談
、
や
ま
を
す
る
の
で
あ
る
か
、
王
位
田
の
普
及
徹
底

民

棺

し

育

)

国
政
ん
出
引
い
ー
を
は
か
る
た
め
、
毎
年
十
月
十
四
日
よ

、
行
せ
、
て
り
二
十
日
迄
の
一
週
間
を
行
政
相
談
週

れ
や
つ
に
し
間
と
定
め
、
全
国
一
斉
に
宣
伝
活
動
を

つ

局

あ

も

を

に
察
に
と
献
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
は
私
も

る
監
関
と
貢
行
事
に
参
麗
し
、
町
当
局
は
勿
論
其
の

く
政
機
決
な
他
関
係
機
関
の
強
力
な
御
支
援
を
得
て
、

て

千

政

解

き

つ
、
行
の
大
行
政
相
談
委
員
と
し
て
の
私
の
活
動
状

な
め
る
案
も
況
を
充
分
町
内
の
皆
様
に
御
理
解
願
う

た

す

事

雑
の
係
出
事
と
共
に
、
町
民
の
皆
様
方
が
呂
田
盟
国
の

複
こ
関
市
中
改
行
う
政
治
に
対
し
例
え
ば
間
鉄
、
電
々

、
の
の
公
社
、
専
売
公
社
、
公
庫
、
公
団
等
に

み

す

き

別

府

営

こ

ま

開

偶

運

つ

い

て

或

い

は

都

道

府

県

や

市

町

り
い
接
、
故
村
が
酷
か
ら
任
せ
ら
れ
た
り
補
助
金
を

入

て

直

は

一

丁

で

し

を

談

J

受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

ま
大
ど
相
り
要
望
や
苦
情
、
意
見
な
ど
あ
り
ま
す
な

に
増
な
政
よ
ら
ま
遠
慮
な
く
お
申
し
出
を
い
た
だ
き
、

み

も

満

行

ず

ど

不

、

U

夫
々
の
問
題
が
す
み
や
か
に
解
決
し
、

み
な
や
た
こ
ま
た
実
現
で
き
る
方
向
へ
進
む
様
、
努

す

間

情

ま

の

疑

苦

o

す
.
カ
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
週
間
に
当

活
、
の
す
に
つ
て
は
、
町
の
無
線
放
送
に
よ
り
、
ま

生
満
民
ま
か
た
町
内
の
回
覧
板
や
其
の
他
の
方
法
で

民

不

習

毘
や
の
て
明
連
絡
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
層
の
御

、
平
ら
し
を
利
用
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
o

w
不
れ
進
国
相
談
制
度
発
足
当
時
と
巽
り
、
最
近
は

政

る

こ

促

震

倒
す
、
を
生
世
の
中
の
仕
組
そ
の
も
の
が
非
常
に
高

対
は
決
発
度
化
し
複
雑
化
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

御
相
談
に
来
ら
れ
る
方
の
問
題
も
極
め

て
難
問
が
多
い
わ
け
で
揖
座
居
ま
す
が
、

私
は
出
来
る
繰
り
の
努
力
を
も
っ
て
御

希
望
に
副
、
7
様
心
が
け
て
お
り
ま
す

0

.
一
平
常
は
自
宅
に
於
て
相
談
に
態
じ
て
お

ー
り
ま
す
が
、
決
し
て
榔
遠
慮
な
ど
せ
ず

v
気
軽
な
気
持
で
御
越
し
下
さ
る
様
お
待

町
ち
し
て
お
り
ま
す
。
然
し
、
業
の
場
合

三
前
も
っ
て
電
話
で
御
連
絡
を
い
た
だ
け

『
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

「
大
洗
町
磯
浜
町
明
神
町
(
角
沼
こ

」

電

話

⑦

2
3
0
4」
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ニ
例
を
ご
報
告
し
ま
す
と
、
愛
の
献

血
運
動
も
岡
山
を
重
一
ね
十
二
回
間
口
を
終

り
、
そ
の
問
、
延
約
一
五
O
O人
以

上
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
尊
い
ご
協
力

に
よ
り
多
大
な
実
績
を
挙
げ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
更
に
継
続
し

て
行
な
う
計
画
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

大
洗
バ
イ
パ
ス
の
街
路
樹
と
し
て
桜

の
箇
木
一
一
十
本
を
植
樹
し
て
か

~'\ らあおお

町
内
に
は
数
多
く
の
各
種
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
ご
活
躍
さ
れ
、
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
阻
す
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
各
団
体
を
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

我
々
は
知
性
を
高
め
、
友
愛
と
寛

容
の
精
神
を
養
い
、
平
和
と
自
由
を

守
り
、
社
会
奉
仕
に
精
進
す
る
。
こ

の
誓
い
の
も
と
に
、
昭
和

ω年
、
会

員
位
名
で
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

を
結
成
し
、
以
来
日
昨
年
、
社
会
奉
仕

団
体
と
し
て
町
誌
の
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
数
々
の
ア
ク
ト

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
一

第95号(3) 

去
る
8
月
8
8
、
大
平
首
相
が
来
町

し
、
動
燃
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
筑
波
学
園
都
市

・
東
海
村
原
子
力
施
設
(
原
研
・
動
燃
)

の
視
察
を
終
え
た
首
相
は
午
後
3
時
5

分
、
最
終
挽
察
地
で
あ
る
動
燃
大
洗
に

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
飛
来
し
、
早
速
、
会

議
場
で
動
燃
関
係
者
に
加
え
て
同
席
し

た
、
竹
内
県
知
事
、
竹
内
大
洗
町
長
等

の
地
元
代
表
者
と
親
し
く
懇
談
し
、
そ

の
後
、
高
速
実
験
炉
「
常
陽
」
を
視
察

し
ま
し
た
。
視
察
後
の
記
者
会
見
で
は

「
若
い
有
能
な
方
々
が
研
究
に
没
頭
し

て
い
る
姿
に
大
変
力
強
い
も
の
を
感
じ

た
」
と
前
置
き
し
た
あ
と
、
東
京
サ
ミ

ッ
ト
以
降
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
更
に
重
要
性
を
高
め
て
い
る
原

子
力
の
開
発
に
、
意
欲
的
な
姿
勢
を
示

し
ま
'
し
た
。

現
職
首
相
が
本
町
原
子
力
施
設
を
訪

れ
た
の
は
福
印
刷
首
相
に
続
い
て
ニ
人
目
。

ら
数
年
を
絞
過
し
ま
し
た
が
、
す
く

す
く
と
育
ち
、
大
き
く
成
長
し
て
い

ま
す
。
春
と
秋
に
は
清
掃
や
除
草
作

業
を
し
、
率
か
ら
投
げ
捨
て
ら
れ
る

空
缶
回
収
も
百
偶
一
一
百
個
と
拾
い
あ

つ
め
、
こ
の
道
路
を
よ
ご
す
ま
い
と
、

汗
と
ほ
こ
り
に
ま
み
れ
乍
ら
も
、
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
更
に
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
婦
人
の
奉
仕
団
体
と
し
て

ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
宇
結
成
し
、
共
々
、

明
る
い
町
づ
く
り
に
努
力
を
傾
注
し

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
青

少
年
の
健
全
育
成
や
福
祉
事
業
の
た

め
に
使
途
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ

i
等
の
計
闘
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

節
は
ふ
る
っ
て
皆
様
方
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
た
い
と
怠
っ
て
お
り
ま
す
。

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

P
R委
畳
長
高
木
一
郎

去
る
七
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の

二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
茨
城
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
洗
一
中
の
ソ
フ
ト
部
も
郡
大
会
に

と
な
っ
て
管
闘
し
、
見
事
、
五
年
連
続

の
「
燥
大
会
優
勝
」
と
い
う
輝
か
し
い

金
字
塔
を
達
成
し
た
わ
け
で
す
。

「
為
せ
ば
成
る
:
:
:
L
の
ヲ
」
と
は
の
通

に思う

学校ソアトボ-)'"部

優
勝
し
、
中
央
地
区
大
会
に
も
優
勝
し

て
、
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

多
く
の
学
校
か
ら
マ
ー
ク
さ
れ
な
が

ら
も
、
選
手
、
民
督
、
父
兄
会
が
一
丸

り
、
ま
さ
に
大
洗
一
中
の
生
徒
の
無
線

の
可
能
性
を
発
探
し
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。勿

論
生
徒
の
み
、
あ
る
い
は
先
生
、

世
界

〕
少
年
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
に

出

場

圃1

F覇

学

校

参
加
選
手

q
d
g
b
沼山
M

8
4
・L
K
ψ
事
叩

永
田
慎
悟
(
3
年
)

o
o
g
b立
以

8
4
L
K
6時

荘
可

泰
久

(
3
年
)

o
o
g
b立
以

r
n
u
L
K
G
a
n
 

杉
山

浩

(
3
年
)

そ
し
て
地
域
が
、
よ
く
か
み
合
っ
て
こ

そ
素
晴
ら
し
い
こ
と
が
、
達
成
さ
れ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
大
洗
一
中
の
そ
し
て
大
洗

町
の
発
展
の
起
点
と
な
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

末
尾
で
失
礼
と
は
思
い
ま
す
が
、
多

く
の
方
々
の
ご
援
助
に
対
し
て
紙
上
よ

り
お
礼
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。部

長

監

督

、
玉
将

副
主
将

選

手
ソ
フ
ト
部
長

" 
足 JII 関仁菅内小小持田

松
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友
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年
四
七
八
、

0
0
0円

(
月
三
九
、
八
一
二
三
円
)

O
寡
婦
年
金

夫
の
つ
け
る
べ
き
老
令
年
金
の

半
額

引
上
げ
ら
れ
た
年
金
額
が
実
際
に

受
け
取
れ
る
の
は
、
六
月
、
七
月
、

八
月
の
各
月
分
が
支
払
わ
れ
る
九
月

の
支
払
期
月
か
ら
で
す
。

〔
年
金
額
、
が
変
り
ま
す
J

〕

拠
出
年
金
は
昭
和
日
年
7
月
よ
り
、
昭
和
田
年
度
の
消
費
者
物
価
上
昇
率
に

応
じ
た
年
金
額
の
引
上
げ
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
二
年
間
で
時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

現
に
加
入
し
て
い
て
保
険
料
を
納
め
る
の
を
忘
れ
て
い
る
方
、
今
は
加
入
し

て
い
な
い
が
納
め
る
こ
と
に
よ
り
年
金
が
も
ら
え
る
方
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
特
例

納
付
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

特
例
納
付
が
出
来
る
人
は
、
明
治
U
H

年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ
た
当
然
加

入
被
保
険
者
、
ま
た
は
当
然
加
入
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
(
老
令
年
令
ま
た
は

通
算
老
令
年
令
年
金
の
受
給
者
を
除
く
)

O
老
令
年
金

制
刊
年
納
付

年
七
五
三
、
一
一

O
O円

(
月
六
ニ
、
七
六
六
円
)

路
年
納
付

年
四
七

O
、七
O
O円

(
月
一
二
九
、
ニ
ニ
五
円
)

叩
年
納
付

年
二
九
六
、
九
O
O円

(
月
二
回
、
七
回
二
月
)

5
年
納
付

(
7月
分
の
み
)

年
二
一
七
、
一
ニ

O
O円

(
月
一
八
、
一

O
八
月
)

(
8
月
分
よ
り
)

年
二
四
一
、
一
一
一

O
O河

(
月
二

O
、一

O
八
月
)

O
障
害
年
金

一
級
障
答

年
五
九
七
、
五
O
O円

(
月
四
九
、
七
九
ニ
円
)

ニ
級
障
害

年
四
七
八
、

0
0
0円

(
月
三
九
、
八
三
一
二
月
)

O
母
子
年
金

年
間
七
八
、

0
0
0円

(
月
一
二
九
、
八
三
一
一
一
円
)

O
遺
児
年
金

グ
国
民
年
金
4

保
特 険
{列車ヰ

い納の

て付

つ

。
保
険
料
の
額

一
ヵ
月
に
つ
き
、
四
、

0
0
0円

。
納
付
で
き
る
期
間

昭
和
田
年
7
月
1
5
か
ら

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
洲
、
サ
ン
デ

イ
ゴ
市
で
行
な
わ
れ
た
、
第
7
四
世
界

少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
、
本

町
立
南
中
学
校
か
ら
三
選
手
が
出
場
い

た
し
ま
し
た
。

七
月
一
一
二
百
に
成
田
を
出
発
し
た
。

今
回
の
日
本
選
手
間
口
名
で
、
茨
城

県
よ
り
5
名
が
参
加
し
た
う
ち
本
町
南

中
学
校
よ
り
3
名
が
出
場
、
善
戦
し
、

八
月
一
二
日
無
事
帰
国
い
た
し
ま
し
た
υ

福
祉
年
金
は
出
年
8
月
よ
り

O
卓
志
令
福
祉
年
金

年
二
回

O
、
0
0
0円

(月一一

O
、
0
0
0円
)

O
障
害
福
祉
年
金

一
級
障
害

年
三
六

O
、
0
0
0円

(月一二

O
、
0
0
0円
)

二
級
障
害

年
二
回

O
、
0
0
0円

(
月
二

O
、
0
0
0円
)

O
母
子
福
祉
年
金

年
二
二
二
、

0
0
0円

(
月
二
六
、

0
0
0円
)

こ
れ
が
受
け
取
れ
る
の
は
、
こ
の

十
一
月
に
支
払
わ
れ
る
分
か
ら
で

す。い富農薬事重量蓄量1::選番号f昭
和
田
年
6
月
初
日
ま
で

特
例
納
付
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

こ
と
は
、
大
洗
町
役
場
の
国
民
年
金

係
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。



あ (4) 第95号L、らおお自富手054年9J'l25El 

期開11月宮~器盟会場大洗田T役場@消防署
苦E (教申育委員会込へ) 大きさ・形態 穫 JJIJ ，点 数

搬 入
搬 出

{教育委員会へ)

言書 i蓋 10月25日~ 半切以上 苦手道・てん刻
1人1点

10月25日術~

10月27日正午まで 仮巻又は表装 自己の未発表作品 10月27臼仕)正午

写 莫 10月27日正午まで
1mツ切もしくは半切 モノクロ又は

1人3点以内
10月27日-10月

額っき又はパネル張り カラー 31日午後4時まで

日本酒・洋題(20号以下)彫塑・美術工芸デザ lofl258備~
11月5臼

美 術 10月27日正午まで イン等芸術ぴ性種の別高いもので自己製作は品と付し l人l点 10月27日仕)正午 午後から
人形およ のあいまいなもの受け
けない。 11月 68中

10月25日~ 色紙又は短冊に書いて 和歌・詩(大洗車T 1入2首又は 10月298-
詩 電主

10月27日正午まで
発表する(詩はこの限 に取材した自作未

2縞以内 10月31日まで
りでない) 発表のもの)

10月27日正午まで 短時にて発表する 1人1枚 10月30日まで
俳 匂

句会=10月288大洗磯前神社社務所受付10時~しめ切午後 1時(会費無料)

いけばな
10月20日までに各 lmX1m以内を原則

磯1111浜月月2公1日民8~自室4へ臼展示
教室・先生へ とする

楽展示部門

日
頃
の
町
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
成

果
を
展
示
、
発
表
し
、
鑑
賞
す
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
の

向
上
発
展
と
登
か
な
町
民
性
の
高
揚
を

は
か
る
た
め
、
左
記
の
通
り
開
催
い
た

し
ま
す
。

。
、
ま

f雀

。
期

間

O
参
加
資
格

来発表部門

音日 期 関 ~ 場
申 込

そ σ1 他
(教育委員会へ)

号110fl208ω

独日昌・独奏・重日昌・重奏・合唱・合奏 l人種尽
zESヨ二 楽 大 貫 小 体 育 館 9月14日ωまで 演奏時簡は10分以内

ピアノ以外の楽器は偶人で用意

日本舞踊 11月3日仕) 磯 浜 小 体 脊 銭
9月20日まてや
又は各けい台場へ

事今 詠
11月4日(日) 磯 浜 小 体 育 館

10月9日まで 会費(昼食代)500円l人絶句程度(2分以内)とする

剣 詩 舞 又は海野こ潮宅へ が、 1人で吟詠と剣舞出場百I

民言岳民舞 11月4日(日) 大 賞 小 体 育 館
10月15日まで

会費(主主食代)500JI! 
又は各けい古場へ

茶 道 11月11日(日) !東光台地区公民館 茶券にて参加

監
療
費
は

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

老
人
医
療
費
と

一
握
療
福
祉
支
給
制
度
の

状

況

報

健
康
生
活
を
さ
さ
え
る
保
険
税

内線72

わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
な
ん
ど
き
病

気
や
け
が
に
お
そ
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
、
お
金
が
な
か
っ

た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
病
気
の
苦

痛
ば
か
り
で
は
な
く
、
経
済
的
な
苦
し

み
も
背
負
い
こ
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

「
留
保
」
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

収
入
に
応
じ
て
、
お
金
を
出
し
合
い
、

い
ざ
と
い
う
時
に
そ
な
え
よ
う
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
相
互
扶
助
」
(
つ
ま
り
お
宜

い
に
助
け
合
お
う
と
い
う
こ
と
)
の
精

神
に
も
と
ず
い
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る

の
が
「
国
民
健
康
保
険
L

な
の
で
す
。

こ
の
大
切
な
制
度
で
あ
る
留
保
を
守

り
育
て
る
た
め
に
も
保
険
税
は
大
切
な

財
源
な
の
で
す
。

大
洗
町
、
大
洗
町
教
育

委
員
会
、
大
洗
町
芸
術

文
化
協
議
会

十
月
下
旬
i
十
一
月
上

旬
(
十
一
月
一
一
一
日
を
中
心
)

本
町
在
伎
者
、
又
は
町

内
に
所
在
す
る
学
校
、

事
業
所
等
に
通
学
通
勤
一

す
る
者
、
及
び
町
内
の

研
究
会
、
ク
ラ
ブ
等
に

所
属
す
る
者
。

毎
年
、

上
り
つ
づ
け
る
国
保
税

TEL 7-5111 

国
保
は
皆
さ
ん
が
出
し
合
っ
た
国
保

税
で
賄
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
白

⑬お問い合わせは次へ…役場内教育委員会社会教育係

老
人
医
療
費
支
給
制
度
と
医
溶
性
福
祉

支
給
制
度
が
発
足
さ
れ
今
年
で
七
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
七
十
オ
以
上
の
お
年

寄
り
て
三

O
ニ
人
が
、
老
人
医
療
費
無

料
化
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
年

寄
り
自
身
は
お
医
者
き
ん
に
、
一
円
も

支
払
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
費
用
は
国
と

県
と
町
と
で
負
担
し
、
お
医
者
さ
ん
へ

支
払
っ
て
い
ま
す
。

医
療
福
祉
支
給
制
度
は
、

0
オ
児
、

母
子
家
庭
の
母
子
、
重
度
、
心
身
障
害
者

七
十
オ
以
上
の
老
人
(
所
得
制
限
該

当
者
)
が
対
象
と
な
り
、
現
在
八
一
一

人
が
受
給
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

費
用
は
、
県
と
町
で
二
分
の
一
づ
っ
負

担
し
お
医
者
さ
ん
へ
支
払
っ
て
い
ま
す
。

で
は
こ
の
二
つ
の
医
療
費
無
料
化
制
度

議閥均義足

そ
d

年
以
降
、
こ
の
留
保
税
が
毎
年
値
上
げ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
留
に
、
そ
れ
を
率

で
み
ま
す
と
、
回
年
が
一
二
・
由
%
、

日
年
が
ニ
ニ
・
一
二
%
、
本
年
度
は
町
の

多
大
な
配
慮
に
よ
り
四
千
万
円
の
補
助

が
見
込
ま
れ
、
従
来
ど
お
り
で
あ
れ
ば

三
五
・
三
%
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
を
、
二
ハ
・
四
%
に
止

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

で
は
、
、
何
故
こ
の
様
に
保
険
税
が
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
ふ
え
続
け
る
医
療
費
の
需
用

に
応
、
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
て

五
年

一間
基1 で
宍1 凧約
九1 0:4.¥一

主L再w"倍
万l柄、すーの

円1~量産
手十嘩

:宇度 費

2と
口

受給者別一人当り医療費(費用額)推移グラフ

は
一
人
当
り
年
間
ど
の
位

費
用
が
か
か
る
で
し
ょ
う

か
、
過
去
三
年
間
の
支
払

実
績
に
基
づ
き
受
給
者
別

に
グ
ラ
フ
に
表
わ
し
て
み

ま
し
た
。

医
療
費
節
約
の
工
夫
を

と
も
す
る
と
、
安
易
に
お
医
者
に
か

か
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
々
医
療
費
は
増
、
え
る
一
方
で
、
国

保
の
台
所
は
管
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

「
注
射
を
し
て
ほ
し
い
」
「
く
す
り
が
ほ

し
い
」
と
ね
だ
っ
た
り
、
お
医
者
を
次

々
と
か
え
た
り
、
待
合
室
を
サ
ロ
ン
が

わ
り
に
す
る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
お
医
者
に
か
か
っ
た
ら
、

そ
の
お
医
者
き
ん
を
信
頼
し
、
指
示
を

よ
く
守
る
こ
と
こ
そ
、
病
気
を
皐
く
治

す
い
ち
ば
ん
の
近
道
な
の
で
す
。

皆
さ
ん
で
次
の
こ
と
が
ら
な
ど
を
も

う
一
度
考
え
、
医
療
費
節
約
の
工
夫
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
ぉ
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
よ
う
。

O
病
院
め
ぐ
り
は
し
な
い
。

O
ク
ス
リ
を
ほ
し
が
ら
な
い
。

O
夜
間
、
休
診
の
受
診
は
さ
け
よ
う
。

時
間
外
診
療
は
慎
重
に

急
に
倒
れ
た
り
、
激
痛
に
お
そ
わ
れ
た

な
ど
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
と
き
は
別
に
し

て
、
深
夜
や
休
日
な
ど
診
療
時
間
外
の

受
診
は
で
き
る
だ
け
ひ
か
、
え
ま
し
ょ
う
。

人
受給者数の推移

1，400 

1，300 

v-⑧老人

/ 1，200 
/ ト一一四

1，100 

1，000 

400 

L----' 母子

300 ト----
¥ 

トー 乳児
200 

100 
__， 重度

50 ⑧老人

:持 50 51 52 53 

〔
町
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
〕

、、‘
a
，，，
Fi

 

，，，
a
E

‘、、

い洗
大
洗
に
神
ガ
降
る

大
洗
磯
前
神
社
の
名
は
、
古
代
朝
廷
の
正
式
な
歴
史
書
一
の
一
つ

で
あ
る
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
斎
衡
三
年
(
八
五
六
)
一
一
月
の

記
事
に
で
て
く
る
。

常
陸
間
鹿
島
郡
大
洗
磯
の
前
に
、
神
が
新
に
峰
っ
た
。
初
め
郡

民
の
海
水
を
煮
て
塩
を
作
る
も
の
が
、
夜
半
に
海
上
を
見
て
い
る

と
、
天
が
明
か
る
く
な
り
流
星
が
落
ち
た
。
明
日
見
る
と
、
二
つ

の
世
石
が
水
辺
に
あ
り
、
そ
の
石
の
高
さ
各
尺
ば
か
り
で
、
い
ず

れ
も
神
が
造
っ
た
よ
う
で
、
人
間
の
作
っ
た
石
の
よ
う
に
は
見
え

な
か
っ
た
。
塩
焼
き
を
生
業
に
し
て
い
た
住
民
は
、
不
思
議
に
思

っ
た
が
、
そ
の
日
は
帰
っ
た
。

つ
ぎ
の
日
に
見
る
と
、
二

O
余
阿
閣
の
小
石
が
、
前
日
の
石
の
左

右
に
坐
っ
て
い
る
よ
う
に
あ
っ
た
。
そ
の
色
つ
や
が
普
通
の
石
の

よ
う
で
は
な
く
、
形
も
坊
、
王
の
よ
う
で
耳
と
自
が
無
い
だ
け
で
あ

っ
た
。こ

の
と
き
神
が
か
り
し
た
人
が
「
わ
れ
ら
同
七
々
オ
ナ
ム
ジ
と
ス

ク
ナ
ヒ
コ
ナ
の
命
な
り
、
品
目
こ
の
国
を
造
っ
て
東
海
地
方
に
行
っ

た
が
、
今
ま
た
民
を
救
う
た
め
に
帰
っ
て
来
た
J

」
と
い
っ
た
。
こ

れ
を
常
陸
国
司
が
朝
廷
に
報
告
し
た
。

朝
廷
の
優
遇

朝
廷
は
、
天
安
元
年
(
八
五
七
)

七
月
国
家
が
正
式
に
承
認
し
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一一一一1
再れだ

子ぴ手か松ま義
の生をで食れ公
日き打は虫た遺
が か つ な な松愛
原えたいのがの
一 れ が 、 か 、、松
帝な、町、 Jーと
はか弱も券~~し

つ つ 県 命点て

支セ主主完争々
な 樹れかにに

お(5) 

留
し
ま
す
。

訪
中
師

団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団

長

山

一

戸

果

(

磯

浜

)

副
団
長
今
関
忠
之

(

H

)

H
H

大
部
義
実

(

H

)

秘
書
長
田
山
東
湖
(
大
賞
)

団

員

高

柳

隆

雄

(

H

H

)

川

H

塙

勉

(

月

)

根
本
正
一
(
目
立
市
)

小
松
崎
忠
(
大
貫
)

打
田
丈
夫
(
磯
浜
)

鬼
沢
満
男
(
大
貫
)

11 11 " " 

む

の
群
生
地
で
一
大
防
風
林
で
あ
つ
な

天
保
十
一
一
年
、
今
か
ら
一
四
O
年

前
第
九
代
水
一
戸
藩
、
五
徳
川
斉
昭
(
烈

公
)
が
こ
の
地
を
訪
れ
、
次
の
款
を

よ
み
石
に
き
ざ
ん
だ
。

蔦
代
を
松
に
契
り
て
今
日
こ
そ
は

団

大

祭

会

坂

本

博

坂
本
利
光

吉

本

覚

桧
山
怪
笑

(
磯
浜
)

(

H

)

 

(

)

 

(

)

 

(

)

 

員" " " 11 

団

員

木
村
光
雄
(
磯
浜
)

笹
目
夏
樹

(

M

H

)

関
根
常
治

(

H

)

高
橋
義
人

(

H

)

裏
智
子
(
日
中
旅
行
社
)

11 

11 

11 

随

員

11 

茨
城
県
青
年
大
会

命

F
'

f
s
r
 

去
る
、
八
月
二
十
六
日
(
日
)
に
行
な

わ
れ
た
、
茨
城
県
青
年
大
会
の
柔
道
の

部
と
相
撲
の
部
に
お
い
て
当
町
よ
り

郡
代
表
と
し
て
出
場
し
、
み
ご
と
優
勝

し
、
来
る
十
一
月
八
日
か
ら
全
国
青
年

大
会
(
東
京
、
議
選
館
〔
柔
道
)
蔵
前

国
技
館
〔
相
撲
)
)
に
県
代
表
で
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

茨
城
県
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔
柔
道
〕
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
回
戦
東
茨
城
郡
4
1
1
行
方
郡

二
回
戦
東
茨
城
郡
3
1
0
真
壁
郡

準
決
勝
東
茨
城
郡
2
1
0
鹿
島
郡

決

勝

東

茨

城

郡
3
1
1
猿
島
郡

(
相
撲
〕
リ
ー
グ
戦

4
勝
1
欺
で
、
優
勝
し
た
。

子
は
自
の
係
に
ひ
か
れ
来
に
け
れ

こ
の
碑
は
最
初
海
岸
に
立
て
ら
れ

た
が
、
ゴ
ル
フ
場
の
中
程
に
移
さ
れ
、

更
に
現
在
地
に
と
コ
一
度
か
わ
っ
た
1

斉
昭
は
、
一
史
に
海
岸
の
荒
磯
の
歌

を
よ
ま
れ
、

あ
ら
磯
の
巌
に
く
だ
け
て
散
る
月

を
一
つ
に
な
し
て
帰
る
浪
か
な

右
の
歌
碑
は
な
い
が
、
歴
史
と
観

光
の
為
歌
碑
を
立
て
て
も
ら
い
た
い
。

こ
れ
よ
り
先
天
保
五
年
(
一
八
三

四
年
)
藩
内
各
地
の
景
勝
地
を
調
査

し
、
八
景
を
選
定
「
巌
船
の
タ
照
」
の

名
勝
地
碑
を
立
て
ら
れ
た
。

入
天 B
グコき
河 す
原 山
lニグ〉

浮 ふ
.1.:も
巌がと
脅合右は

霧
深
み

烈
公

と
よ
ま
れ
た
が
、
こ
れ
も
歌
碑
は
な

J

F

(

柔
道
@
相
撲
の
部
)

J

ぬO
全
国
青
年
大
会
出
場
選
手

〔
柔
道
〕

監

督

佐

藤

選
手
石
崎

選
手
'
加
藤

選
手
安
田

選
手
関
根

〔
相
撲
)

監
督

選
手

選
手

選
手

選
手

選
手

第 17田

還
弘
(
磯
浜
)

賢
一
ニ
(
磯
浜
)

弘
幸
(
磯
浜
)

法
(
磯
浜
)

政
起
(
磯
浜
)

塙

勉

(

大

賞

)

遠
西
広
康
九
大
震
(
)

池
田
忠
広
(
夏
海
)

桧
山
富
雄
(
磯
浜
)

小
松
崎
亨
(
磯
浜
)

関
根
識
(
磯
浜
)

き
る
、
九
月
二
日
(
日
)
県
営
笠
松

運
動
公
関
陸
上
競
技
場
に
お
い
て

H

友

愛
と
希
望
で
結
ぶ
集
い
の
輪
。
を
合
い

言
葉
に
、
県
身
障
者
ス
ポ

i
ツ
大
会
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
町
か
ら
は
、

和
田
敏
雄
さ
ん
は
じ
め
十
五
名
が
参
加

し
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
い
っ
ぱ
い
活
躍
し
ま

し
た
。な

お
、
ト
部
晃
さ
ん
(
お
オ
)
が
、

走
り
巾
飛
ぴ
競
走
の
田
市
代
表
に
選
ば
れ

十
月
に
開
か
れ
る
全
国
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
健
闘
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

動

秋
の
運
動
は
、

O
子
ど
も
と
老
人
の

交
通
事
故
防
止
、

O
自
転
車
お
よ
び
原

動
機
付
自
転
率
と
安
全
利
用
の
促
進

O
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
l
ド
ベ
ル
ト

着
用
の
推
進
の
三
つ
を
運
動
喬
一
一
点
と
し

て
、
全
国
民
的
に
交
通
安
全
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
関
係
機
関
、

団
体
で
は
効
果
あ
る
運
動
を
展
開
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

特
に
、
運
動
重
点
の
「
自
転
車
、
原

付
車
の
安
全
利
用
の
促
進
」
に
つ
い
て

は
、
自
転
車
安
全
教
案
の
実
施
、
国
胤
付

免
許
取
得
時
の
実
技
講
習
の
推
進
を
、

ま
だ
「
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
l
ト
ベ

ル
ト
#
有
用
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
飲

酒
、
無
免
許
、
速
度
違
反
、
過
積
載
お

よ
び
薬
物
等
の
影
響
に
よ
る
無
謀
運
転

の
肪
止
、
企
業
の
経
営
者
、
安
全
運
転
管

理
者
に
対
す
る
管
理
業
務
の
適
正
化

運
転
者
に
対
す
る
運
転
マ
ナ
!
の
向
上

の
呼
び
か
け
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

推
進
お
よ
び
無
事
検
、
無
保
険
車
両
の

運
転
の
防
止
等
を
思
っ
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
る
。

昭
和
五
十
四
年
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
は
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
一
一
一

十
日
ま
で
の
十
日
間
実
施
さ
れ
る
。

|秋の全国交通安全運動実施中!

怠ピどもと
観盤趨纏盤盟国

際盤盤盤調

竃 留 血 盟 国 -

た
神
社
と
い
う
意
味
で
「
官
社
」
の
称
号
を
与
え
た
。
ま
た
同
年

一
O
月
に
「
薬
師
菩
薩
名
神
」
の
号
を
下
付
し
た
。

こ
の
よ
う
に
朝
廷
が
、
新
な
神
の
誕
生
を
重
要
視
し
て
優
遇
し

た
の
は
、
神
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
一
信
仰
す
る
住
民
の
集

団
カ
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
神
の
カ
は
住
民
の
力
の
反
映

で
あ
っ
て
、
そ
の
反
対
で
は
な
い
。

行

政

区

鹿
島
郡
は
、
『
常
陸
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
大
化
五
年
(
六
四
九
)

に
下
総
国
海
上
国
造
支
配
の
軽
野
よ
り
南
一
旦
と
常
陸
国
那
賀
関

造
の
支
配
寒
回
よ
り
北
五
里
を
割
い
て
新
設
さ
れ
た
神
の
郡
か
香

島
郡
4

か
ら
始
ま
る
と
い
う
。

と
な
れ
ば
郷
土
は
、
那
賀
郡
か
ら
鹿
島
郡
内
と
な
り
、
そ
れ
は

太
関
検
地
で
文
禄
一
万
年
二
五
九
二
)
に
茨
城
郡
内
と
さ
れ
る
ま

で
つ
づ
い
た
。

塩

焼

き

「
海
水
を
煮
て
塩
を
作
る
」
者
た
ち
が
、
こ
の
地
に
住
民
と
し
て

存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
字
名
の
釜
方
・
後
釜
・
髭
釜
な
ど
製
塩
釜

に
関
係
す
る
地
名
の
存
友
や
、
最
近
の
考
古
学
的
調
査
で
も
裏
づ

け
ら
れ
る
。

大
洗
磯
前
の
磯
前
と
は
、
イ
ソ
と
い
わ
れ
る
海
岸
の
岩
石
の
前

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
土
地
条
件
が
郷
土
の
産
業
の
性
格
を

決
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
製
塩
は
大
変
な
作
業
で
あ
り
愛
重
品
で
あ
っ
て
、
古
代

に
お
い
て
は
薬
的
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
関
係
深
か
っ
た

大
洗
の
神
は
薬
師
菩
薩
の
生
ま
れ
か
わ
り
と
思
わ
れ
た
。

出
雲
系
の
神

大
洗
の
、
支
祭
神
は
大
己
責
命
で
、
大
黒
さ
ん
と
も
い
わ
れ
る
大

国
主
命
で
あ
り
、
地
祇
・
国
神
の
代
表
的
存
在
の
神
で
あ
る
。
少

彦
名
命
は
小
さ
な
神
様
で
手
関
天
神
と
も
い
わ
れ
、
医
薬
や
酒
造

に
通
じ
た
神
と
い
う
。
こ
の
両
神
は
、
と
も
に
出
雲
地
方
の
支
配

を
し
て
い
た
。

こ
の
国
神
が
、
大
和
朝
廷
祭
{
自
の
祭
る
、
高
天
原
に
生
じ
た
天

神
系
の
タ
ケ
ミ
カ
ズ
チ
の
命
の
鹿
島
神
宮
支
配
地
に
、
新
た
に
降

る
こ
と
は
不
思
議
な
こ
と
だ
。
こ
こ
に
、
鹿
島
郡
内
で
の
大
洗
地

方
の
特
殊
性
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

新
た
な
る
神

大
洗
の
祭
神
が
「
坊
主
L

に
似
て
い
た
り
、
菩
薩
号
を
与
え
ら

れ
た
の
は
、
当
時
の
思
想
で
あ
っ
た
本
地
垂
迩
説
に
よ
る
。
神
は

仏
が
、
民
を
救
う
た
め
に
こ
の
世
の
姿
で
現
わ
れ
た
も
の
で
、
そ

の
真
実
は
仏
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
奈
良
時
代
か
ら

明
治
の
初
め
ま
で
つ
づ
い
た
思
想
で
あ
る
。

古
く
か
ら
の
土
地
神
が
、
新
た
な
大
陸
文
化
の
仏
教
思
想
に
よ

っ
て
、
鹿
島
神
宮
の
支
配
を
ぬ
け
出
し
、
強
力
な
神
と
な
っ
て
自

己
主
張
を
始
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
「
今
ま

た
民
を
救
う
た
め
に
帰
っ
て
来
た
」
と
な
る
。

も
っ
と
も
そ
れ
は
、
神
を
通
じ
て
の
氏
子
で
あ
る
住
民
の
自
己

主
張
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。大

洗
町
史
編
さ
ん
委
員

江

原

忠

昭



右
記
の
副
賞
を
贈
る
。

最
優
秀
一
篇
五

O
、
0
0
0円

入
賞
五
篇
各
一
一
一

O
、
0
0
0円

佳
作
若
干
各
一

O
、
0
0
0円

。
応
募
上
の
注
意

什
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
を
付
け
る
こ
と
)
、
性
別
、
生

年
月
日
お
よ
び
職
業
を
原
稿
の
米

尾
に
明
記
す
る
こ
と
。
(
字
数
制

限
外
)

口
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
す

ヲ

hv
こ、と。

川
口
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

回
入
選
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
属

し
、
作
品
は
明
る
い
選
挙
推
進
運

動
の
た
め
自
由
に
利
用
で
き
る
も

の
と
す
る
こ
と
。

凶
こ
の
感
想
文
募
集
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
媒
体
名
(
新
開
、
・
ラ

ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
県
の
広
報
誌
・

町
報
・
そ
の
他
)
を
記
入
す
る
こ

と

い連盟一 うのに配

主噴き警緩警官電話開記置 222奪撃
したーに噛轡噛離 がとニヵー

日目 的 お 願い 行い理
れこ三て ま とあ水築
ば王監のまこ階あをご成な利 だ 忘『 す つり 道す
ご官おすとかる見高長く用さされ電。いまのる
説昼間。を ら配こ売 や、プし いず話 うせ配と
号料又 お 入管 し な家お ラ 当。に 用 つん管き
~ ~口 すれを て ど族子 ン つ ご配 かがを
もへせ すて設、の構さだて 検管 り、お電
お、は め お計余変成まけの 討』 と電志、気
筒ご、 しく段裕化、のでご くも い 話れの

(6) 

議
親
権

み
年

健
セ
ン
タ
i
だ
よ
り

思
い
出
し
て
く
だ
さ
い

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い

野
の
れ
鞠
(
睡
眠
通
帳
)

第95号

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 月
/ / / / / / / / / / / / / / / / / 
30 29 26 25 24 23 22 18 17 16 15 9 8 4 2 1 日

機ム持k 巴
母 投ン ヨポ三 機能

2 l 風ジ 機 母 機 2 手し 機 母
子 歳 歳 i昆フ 吉E 子 吉E 歳 児 吉E 子 事

復訓練回

中目 与リ 回

議相談選
6 会日 アリ 回 中目 回 児 縫 間 本自

言長 " " 予オ: 復 カ Eて
復 言長

復司11
{健 診 f旦 言長 業

初ワ 司練11 月 首11 康 司11

種接チク 健診
接破 練 練 相 練 名
種{努 言長

す者る 医主者害事 世妊帯
生

する 障号菩
i荷 者 J荷 生〔 する 障答

まま する害F章 J前 8生 す際 妊
後 2 1 後申 骨量 2 力後 る寄 古語

及 3 者者 歳 歳 24込 者者 及 者者 歳 月 2 者者 及

で び カ で ♂コ 6 力制l て" ぴ で 。3 。〉力 で ぴ
対

機能 革主 月
機能

誕 カ月〕
機能 主主

機ム目~ 言延 者月 機 主後主
後 生 月 後 生 官主

復回
0) 

" " 
24 

復訓練回

日 ♂〉 48 

復書回11 

σ〉
復古回11 

日 3 回 0) 
象

母d性
カ 誕 カ

母性
lこ カ 復 f手

練訓
月 逮 生 月 達 月

訓練
f生

。コ し 日 未 練 練 し 号室
を 者 を た I前 を を fこ 7 を
必 必、 者 遼 σ〉 必、 必 者 カ 必
要 要 し 者 要 婆 月 喜害
と と た と と と

9 9 1 9 9 l l 9 9 9 9 I 1 9 

受付時間
時 時 2 時 時 持 2時 2待 時 時 時 時 2 時 時 時

30 30 " " 時 30 30 30 時 15 日寺 30 30 30 30 30 時 15 30 
3分 3分 30分 3分 3 分 15分 30分 3分 3分 3分 3分 15分 3 3分

時 l 時 1 分 1 時 1 時 i 分 i 分 1 持 i 時 l 時 i 時 l 分 i 時 時 l

成
人
を
迎
、
え
た
者
ま
た
は
迎
え
る
者

の
新
有
権
者
と
し
て
の
感
想
、
ま
た
は
、

選
挙
を
経
験
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
地

方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ
い
て

感
じ
た
こ
と
な
ど
の
感
想
文
を
募
集
し

て
、
新
有
権
者
の
政
治
や
選
挙
に
対
す

意
識
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
、
募
集
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

O
主
催

自
治
省
・
開
明
る
い
選
挙
推
進
協
会

O
後
援

総
輝
一
府
・
文
部
省

O
協
賛

日
本
新
聞
協
会
・
日
本
放
送
協
会
・

日
本
民
開
放
送
連
盟
・
都
道
府
県
選

挙
管
理
委
員
会
連
合
会
・
指
定
都
市

選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
・
全
国
市

区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

O
応
募
内
容
と
標
題

成
人
を
迎
え
た
者
ま
た
は
迎
え
る

者
の
新
有
権
者
と
し
て
の
感
想
、
ま

た
は
選
挙
を
経
験
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に

郵
便
貯
金
の
預
け
入
れ
や
、
払
い
戻

し
、
あ
る
い
は
利
子
記
入
の
請
求
や
住

所
の
変
更
届
な
ど
の
ご
利
用
が
叩
年
閉

ま
っ
た
く
な
い
場
合
に
は
、
貯
金
の
原

簿
を
保
傍
亡
て
い
る
地
方
貯
金
局
か
ら
、

ご
利
用
を
お
勧
め
す
る
通
知
(
催
告
書
)

が
送
ら
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
通
知

書
の
送
付
か
ら
2
ヶ
月
過
ぎ
て
も
、
な

お
ご
利
用
(
通
帳
等
を
亡
く
さ
れ
た
場

合
は
再
交
付
の
請
求
)
が
な
い
と
き
に

は
、
預
け
主
と
し
て
の
権
利
が
な
く
な

り
ま
す
。
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

す
ぐ
郵
便
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

古
い
通
帳
や
証
書
を
し
ま
い
こ
ん
だ

ま
ま
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
の
機
会

に
も
う
一
度
お
調
べ
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

通
帳
面
は
わ
ず
か
な
金
額
で
も
、
利

子
が
つ
い
て
い
て
思
わ
ぬ
金
額
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
物
の
住
所
氏
名
は

正
し
ノ
¥

お
書
き

、惨
さ
し

郵
便
物
の
あ
て
名
は
、
町
名
、
番
地

そ
の
他
住
宅
番
号
、
ア
パ

i
ト
等
は
室

番
号
の
記
載
が
必
要
で
す
。
当
大
洗
町

に
致
議
す
る
郵
便
物
中
に
は
番
地
、
ア

パ
ー
ト
名
等
の
記
載
の
な
い
も
の
、
特

に
大
洗
町
は
同
性
が
多
い
の
で
家
族
名

で
番
地
の
記
載
の
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
郵
便
局
で
も
非
常
に
困
っ
て
お
り

ま
す
。
年
賀
郵
便
に
な
り
ま
す
と
な
お

さ
ら
に
配
達
出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
完
全
に
配
達
す
る
た
め
に
は
町
名

番
地
等
を
記
載
し
て
い
た
だ
く
外
、
郵

便
を
お
出
し
に
な
る
と
き
に
差
出
人
の

住
所
は
番
地
、
ア
パ
ー
ト
名
号
室
番
号

等
を
洩
ら
さ
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

〈
大
洗
郵
便
局
〉

L百

〈
大
洗
電
報
電
話
局
〉

も

サ
イ
ク
リ
ン
グ
@
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

ご

利

用

を

ー

ャ

轡

い
た
だ
き
た
く
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
と

格
安
な
備
格
で
皆
様
方
の
ご
来
底
を

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

あお

大
洗
町
農
業
委
員
会
委
員

験

選

挙

き
る
、
七
月
に
関
所
し
た
ば
か
り
の

当
施
設
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

子
供
会
、

P
T
A
、
学
校
、
そ
の
他

多
く
の
盟
体
の
方
々
に
宿
泊
学
習
の
場

と
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

利
用
申
込
み
は
直
接
電
話
で
お
申
込

み
下
さ
い
。
三
ヶ
月
前
よ
り
受
付
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

電
話
(
七
)
五
四
一
七

(
七
)
二
二
三
四

O
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ご
利
用

午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
。

食
堂
部
で
は
多
勢
の
方
々
に
ご
利
用

お

に
死
亡
事
が
低
い
の
は
治
し
や
す
い
、

つ
ま
り
発
見
し
や
す
い
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
と
一
言
っ
て
安
心
は
出
来
ま
せ

ん
。
手
お
く
れ
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
初
オ
代
に
な
っ
た

ら
年
一
回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

聞
で
は
、
毎
年
一
回
集
自
に
よ
る
子

宮
が
ん
検
診
を
行
な
っ
て
お
り
、
本
年

も
7
月
に
実
地
致
し
ま
し
た
。

而
し
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
た
方

に
は
、
子
宮
が
ん
施
設
(
医
療
機
関
)

検
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
希
望
者

は
、
左
記
の
方
法
で
利
沼
さ
れ
る
様
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

。
検
診
対
象
者

初
オ
以
上
で
大
洗
町
に
居
住
す
る

婦
人

。
検
診
方
法

保
健
セ
ン
タ
ー
主
党
診
券
を
必
エ
q
受

け
る
事
(
自
己
負
担
金
八

O
O円
)

(
費
用
一
一
、
四

O
O円
、
町
と
県
で

一、六

O
O円
、
倒
人
八

O
O円
)

受
診
者
は
、
受
診
券
を
受
け
た
尽

か
ら

H
a以
内
に
登
録
医
療
機
関

に
於
い
て
検
診
主
党
け
て
下
さ
い
。

O
検
診
の
結
果

検
診
白
よ
り
2
週
間
以
内
に
結
果

の
通
知
を
し
ま
す
。

健
康
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
誰
し
も
が
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
家
族
の
誰
か
が
病
気
に
な

れ
ば
、
み
ん
な
が
暗
い
気
持
に
な
り
、

生
活
の
リ
ズ
ム
が
狂
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

健
康
で
い
る
時
は
、
や
や
も
す
れ
ば

健
康
管
浬
が
怠
り
が
ち
で
す
。

特
に
が
ん
の
場
合
は
症
状
に
気
が
つ

い
て
か
ら
で
は
手
お
く
れ
の
傾
向
が
強

い
の
で
、
年
一
回
の
が
ん
検
診
を
の
が

さ
ず
受
け
て
、
明
る
い
家
庭
、
つ
く
り
に

遁
進
し
て
下
さ
い
。

10月19日(金媛 B)

午 前9時30分より午後3

時まで

大洗町保健センター

大洗ライオンズクラブ

大洗町

口
、
昭
和
日
年
3
月
幻
自
で
満
却

オ
以
上
の
者
(
昭
和
弘
年
4
月

1
日
以
前
出
生
の
者
)

出
、
日
ア
!
ル
(
3
0
0
坪
)
以
上

の
農
地
を
年
間
お
お
む
ね

ω日
間

耕
作
を
し
て
い
る
者

O
投
票
待
問
午
前
7
時
i

午
後
6
時

O
投
票
所
の
場
所

第
一
投
票
所

O
投
票
日
叩
月
白
日
(
水
)

O
告
示
日
日
月
桂
日
(
水
)

O
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
月
お
日
附
午
後
2
時

大
洗
釘
役
場
会
議
室

。
立
候
補
届
出
受
付

叩
月
M
日
制

3
仁
川

震の献盟運動実擁

野
の
駆
除
グ

午
前
8

時
却
分

か
ら
午

後
5
時

叩
月

m
a肘
」
ま
で
。

O
選
挙
権
(
投
票
で
き
る
者
)

昭
和
日
年
1
月
1
日
現
在
で
次

の
要
件
を
具
備
し
、
昭
和
弘
年
3

月
目
白
確
定
の
大
洗
町
農
業
委
員

会
委
員
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
き

さ
れ
た
者

uv
、
大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
者

最
近
野
犬
に
よ
る
苦
情
等
が
、
町
民

の
み
な
さ
ま
よ
り
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
町
で
は
那
珂
湊
保
健
所
と
野

犬
を
一
掃
す
る
た
め
、
左
記
に
よ
り
野

犬
の
薬
物
駆
除
を
実
地
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

O
笑
施
期
日
、
昭
和
弘
年
9
月
口
日
i

昭
和
同
年
叩
月
訪
日
迄

O
笑
施
区
域
大
洗
全
町
内

O
使
用
薬
物
硝
酸
ス
ト
リ
i
、
キ
ニ
ー
ネ

O
え
さ
の
種
類
鶏
頭

。日時

。場所

。主催

曲
松
公
民
館

(
磯
浜
全
域
)

青
年
研
修
所

(
大
賞
金
域
)

農
業
会
館

(
夏
海
全
域
)

O
開
票
の
日
持
及
び
場
所

日
月
紅
白
山
附
午
後
7
時

大
洗
町
役
場
三
階
会
議
室

第
ニ
投
票
所

あ
怠
疋
の
世
帯
で

第
三
投
票
所

昭事1154年9月25日

O
出
生
・
死
亡
(
死
亡
は
七
日
以
内
)

O
転
入
・
転
出
・
住
所
の
移
動

O
社
会
保
院
に
加
入
、
脱
退
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は

女
性
が
「
ガ
ン
」
の
中
で
、
間
同
が
ん

に
つ
い
て
、
多
い
の
は
子
宮
が
ん
で
、

女
性
の
が
ん
の
う
ち
約
一
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
た
だ
か
か
る
率
が
高
い
わ
り

十
四
日
以
内
巴
届
出
を
お
宮
山
れ
怠
く
/
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